
令和５年度 

業 務 仕 様 書 

業務名 駒岡清掃工場非常用ボイラほか点検整備業務 

環境局 環境事業部 駒岡清掃工場 



１ 委託業務の概要 

（1）業務名 

駒岡清掃工場非常用ボイラほか点検整備業務 

（2）業務内容 

当工場に設置されている非常用ボイラ（炉筒煙管式）及び第一種圧力容器

の検査証は、本年７月に有効期限を迎えるため、登録性能検査機関による性

能検査を受検し検査証の更新を行う必要がある。 

受託者は性能検査に合格するために必要な点検整備を実施する。 

受託者が整備や試運転などを実施する場合は、委託者の指示に基づき必要

な操作を行うこと。 

（3）履行期限  

   契約の日から令和５年８月 21 日まで 

（4）業務場所 

   札幌市 駒岡清掃工場及び破砕工場 

   札幌市南区真駒内６０２番地 

（5）業務範囲 

ア 対象設備 

 ・非常用ボイラ（炉筒煙管式ボイラ）：１基 

 ・第一種圧力容器：11 基 

 詳細は別紙１「機器仕様書」を参照すること。 

イ 整備内容 

受託者は以下を実施する。 

・ボイラ及び第一種圧力容器を分解して点検し、消耗部品交換等の整備

を行う。なお、登録性能検査機関による性能検査に合格するように実

施すること。 

※点検・整備内容については、建築保全業務共通仕様書（令和５年版）

の該当部分及び特記仕様書のとおりとする。ただし、両者に重複のあ

る部分は別紙２特記仕様書を優先する。 

・検査受検に立ち会い、必要な操作や説明を行うこと。 

・性能検査終了後、指定された機器を組み立て、試運転や調整を行う。 



ウ 支給品 

別紙３部品表で確認の上、数量、外観、機能検査を行い、疑義がある場

合は直ちに施設管理担当者へ連絡すること。 

エ 業務の実施日時 

本業務の詳細な実施日時は、施設管理担当者と協議の上決定とする。 

なお、他の業務との調整や委託者の都合により、委託者が実施日時の変 

更を受託者に命じた場合は従うこと。 

（参考） 性能検査予定日 

令和５年７月４日、７月 20 日 

 但し、委託者の都合により変更する可能性がある。 

オ その他 

この業務で整備する機器は、労働安全衛生法で指定されたボイラや第一  

種圧力容器等である。受託者は業務履行のために必要な国家資格（ボイラ

整備士）等を有していること。 

２ 一般事項 

（1）提出図書 

提出する書類等の様式は、事前に施設管理担当者と協議のうえ、承諾を受 

けること。 

ア 業務着手届                １部 

イ 業務責任者指定通知書           １部 

ウ 業務日程表                ２部 

エ 業務に必要な資格証の写し         １部 

オ 業務報告書                １部 

機器毎に整理し、一括提出すること。 

「建築保全業務報告書作成の手引き（令和５年版）」を参考にして作成す

ること。 

 カ 業務記録写真                           １部 

業務記録写真は各整備の整備前、整備中、整備後を撮影して提出するこ

と。 

キ 業務完了届                １部 

（2）適用法令 

 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「電気事業法」「労働安全衛生法」



等の関係法令に基づいて業務を行うこと。 

（3）業務条件 

業務の実施時間帯は、平日の８：30～17：00 とする。これ以外で作業する

場合は、施設管理担当者と協議すること。 

履行期間中は、ごみの受入れ及び焼却炉の運転を継続しているので、関連

設備の整備を行う場合は、施設管理担当者と協議のうえ、施設稼動に支障の

ない方法で行うこと。 

施設内入退出について施設内への入退出場所・方法・時間については、施

設管理担当者と調整し、承諾を受けること。 

（4）安全衛生管理 

業務責任者は業務担当者の労働安全衛生に関する安全教育に努め、関係法

令に従い作業環境を良好な状態に保つことに留意し、特に換気、騒音防止、

照明の確保等に心掛けること。 

（5）火気の取扱 

火気を使用する場合は、あらかじめ施設管理担当者の承諾を得るものとし、

その取扱いに際しては十分注意すること。 

（6）喫煙の禁止 

工場敷地内（車両内を含む）における喫煙は禁止とする。 

（7）復旧 

 他の設備及び既存物件の損傷、汚染防止に努め万一損傷又は汚染が生じた

場合は、速やかに施設管理担当者へ報告するとともに、受託者の責任におい

て原状復旧すること。 

３ 特記事項 

（1）ダイオキシン類ばく露対策 

 整備にあたっては、「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類ばく露

対策要綱」（平成 26 年１月 10 日付基発第 0110 第１号）に基づき作業を実施

することとし、保護具は以下の管理区域別に、施設管理担当者の承諾を得て

措置すること。 



場所名 管理区域 保護具レベル 備 考 

炉室内 レベル１ レベル１   

（2） 環境負荷の低減 

 ア 本業務の履行においては、委託者である札幌市の環境マネジメントシス

テムに準じ、環境負荷の低減に努めること。 

 イ 施設内清掃作業にあたっては、環境に配慮した資機材及び装備等を使用

し、極力節約に努めること。 

 ウ 自動車等を使用する場合は、できるだけ環境負荷の少ない車両を使用し、

アイドリングストップの実施など環境に配慮した運転を心がけること。 

 エ 本業務の履行において使用する物品・材料等は極力環境に配慮したもの

を使用すること。 

 オ 業務に伴い排出される廃棄物は極力、減量、リサイクルすること。 

（3）その他 

 ア 本仕様に定めない事項については、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「建築保全業務共通仕様書」（令和５年版）に基づくこと。ただし、「建築

保全業務共通仕様書」に記載の無い項目や、これに基づくことが適切では

無いと委託者が認めるものについては、施設管理担当者と協議して決定す

ること。本業務の履行においては、委託者である札幌市の環境マネジメン

トシステムに準じ、環境負荷の低減に努めること。 

 イ 疑義の発生についても前号と同様とする。 

 ウ 契約前に現況を十分に確認すること。なお、図面と現況が異なる場合は

現況を優先する。 

 エ 業務における新型コロナウイルスの感染予防対策について 

ｱ) 業務に当たっては、消毒液による手指消毒や手洗いなど、感染予防の対

応を徹底するとともに、毎朝晩の検温など業務従事者の健康管理に留意

すること。 

ｲ) 業務従事者にコロナウイルス感染症の陽性が判明した場合は、速やかに

委託者に報告するなど、連絡体制の構築を図ること。 

ｳ) 業務の履行に当たっては、極力「三つの密（密閉・密集・密接）」の回

避を図ること。特に現場における朝礼・点呼、各種打合せ、着替えや食

事休憩、密室・密閉空間における作業においては、他の作業員と一定の

距離を保つ配慮をすること。

なお、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが変更された

以降の感染予防対策については、状況に応じて委託者と協議すること。 














